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豊
田
公
民
館
は
２
月
17
日
（
水
）、「
自

分
史
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
」（
全
３
回
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

元
中
野
市
教
育
長
の
宮
川
洋
一
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
毎
回
約
10
名
が
参
加
し
、

書
き
方
の
基
本
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　

宮
川
さ
ん
は
「
自
分
史
の
基
本
は
、
振

り
返
る
・
残
す
・
伝
え
る

－

こ
と
。
だ
れ

で
も
自
分
の
人
生
が
あ
り
、
そ
の
人
生
は

自
分
だ
け
に
し
か
書
け
な
い
物
語
で
す
」

と
話
さ
れ
て
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
受
講
生
は
、
講
師
の
話
を
メ

モ
し
た
り
、
資
料
を
熟
読
す
る
な
ど
し
、

熱
心
に
学
習
し
ま
し
た
。

　

人
生
は
一
つ
の
物
語
で
す
。
皆
さ
ん
も
、

世
界
に
一
つ
だ
け
の
、
自
分
史
を
書
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

あおぞら
　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪

が
始
ま
っ
て
連
日
の
報
道
に

よ
り
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
私
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
の
指
導
に
若
干

か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ア
ル

ペ
ン
や
ジ
ャ
ン
プ
競
技
と
比
べ
る
と

マ
イ
ナ
ー
な
感
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
は
と
て

も
す
ば
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
と
比
べ
る
と
、
滑
り

な
が
ら
進
む
と
い
う
難
し
い
面
は
あ

り
ま
す
が
、
慣
れ
て
く
る
と
と
て
も

楽
し
い
。
ス
ト
ッ
ク
も
使
っ
て
走
る

の
で
よ
り
全
身
運
動
が
で
き
ま
す
。

丘
を
上
る
と
き
は
と
て
も
ハ
ー
ド
で

す
が
心
臓
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
下
り

は
爽
快
で
す
。
雪
で
覆
わ
れ
た
大
自

然
に
か
こ
ま
れ
て
思
い
切
り
大
地
を

走
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
も
っ

と
、
一
般
の
人
に
も
コ
ー
ス
が
開
か

れ
、
競
技
人
口
も
増
え
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
を
み
ん
な

で
考
え
、
い
つ
ま
で
も
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
地
球
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

（
ら
）
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自
分
史
を
書
い
て

　
　
　   

み
ま
せ
ん
か

人生は一つの物語

～講師の説明をメモする受講生～

分
館
報
コ
ン
ク
ー
ル

～約10名が講座を受講しました～



２

　
平
成
21
年
の
編
集
作
業
は
分
館
長
の

岩
本
さ
ん
、
主
事
の
内
田
守
道
さ
ん
、

草
間
幸
子
さ
ん
が
担
当
し
た
。
分
館
報

は
年
２
回
発
行
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

平
成
19
年
度
か
ら
更
新

し
て
い
る
。

　
紙
面
は
区
や
分
館
、

育
成
会
行
事
な
ど
の
ほ

か
、
特
集
「
東
吉
田
レ

ポ
ー
ト
」
を
掲
載
し
て

い
る
。
昨
年
は
ゴ
ミ
問

題
を
取
り
上
げ
、
課
題

や
正
し
い
捨
て
方
な
ど

を
紹
介
。
解
決
に
向
け
、

紙
面
を
通
じ
て
啓
発
し

た
。

　
３
人
と
も
カ
メ
ラ
を

常
に
持
ち
、
日
常
で
も

ネ
タ
探
し
を
意
識
し
て

い
る
と
い
う
。
事
前

連
絡
が
な
い
と
き
で
も

編
集
側
か
ら
声
を
か
け
、

主
催
者
か
ら
は
期
待
感
も
感
じ
た
。

　
撮
影
は
行
事
の
準
備
段
階
か
ら
始
め

る
。
「
次
年
度
の
担
当
者
の
た
め
に
も

な
り
、
そ
の
と
き
気
づ
か
な
か
っ
た
こ

と
に
、
写
真
を
見
て
気
づ
く
」
と
岩
本

さ
ん
。
記
録
の
ほ
か
、
催
し
の
不
足
部

分
な
ど
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

た
と
も
話
し
て
い
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
記
事
の
即
効
性
、

パ
ソ
コ
ン
や
Ｅ
メ
ー
ル
を
使
っ
た
ス
ム

ー
ズ
な
編
集
、
掲
載
写
真
の
多
さ
な
ど

に
利
点
が
あ
り
、
時
代
に
即
し
た
新
し

い
広
報
活
動
を
生
み
出
し
た
。

　
ア
ク
セ
ス
数
も
向
上
し
て
お
り
、

「
見
た
よ
」
と
反
応
も
徐
々
に
出
て
き

た
。
区
外
に
住
む
人
が
閲
覧
で
き
る
の

も
大
き
な
利
点
だ
。

　
個
人
情
報
は
、
掲
載
写
真
や
氏
名
な

ど
注
意
点
を
明
確
に
し
た
。
運
営
費

は
、
無
料
サ
ー
バ
ー
は
広
告
が
付
く
た

め
、
有
害
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
問
題
か

ら
広
告
の
な
い
有
料
サ
ー
バ
ー
を
選
択
。

月
額
３
１
５
円
を
か
け
て
い
る
。
住
民

の
理
解
に
つ
い
て
も
十
分
に
話
し
合
い
、

規
約
も
つ
く
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
環
境
が

な
い
人
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
通
り

広
報
紙
は
発
行
す
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
た
こ
と
で
、

保
存
や
冊
子
化
な
ど
広
報
紙
の
利
点
を

改
め
て
感
じ
た
。
お
互
い
の
不
足
部
分

を
補
い
、
よ
り
充
実
し
た
広
報
活
動
が

望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。

　
管
理
者
の
技
術
問
題
も
指
摘
さ
れ
る

が
、
岩
本
さ
ん
は
「
最
初
は
、
ド
素
人

だ
っ
た
」
と
笑
う
。
今
は
「
や
っ
て
み

れ
ば
、
で
き
る
も
の
だ
と
思
っ
た
」
と

話
し
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
キ
ー
ボ
ー
ド

を
打
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
（
武
）

充
実
し
た
広
報
活
動 

～
東
吉
田
分
館
～

パソコンを前に打ち合わせをする編集スタッフ

慣れた手つきでキーボードを打つ

　
分
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
東
吉
田
分
館

（
岩
本
文
一 

平
成
21
年
分
館

長
）
へ
、
活
動
内
容
や
編
集
作

業
に
つ
い
て
取
材
し
た
。

記
録
の
役
割
も

　
　
　
担
う
分
館
報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
広
報
活
動
を
充
実

クール 編集委員の
　　　体験取材
編集委員の
　　　体験取材
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平
成
21
年
度
分
館
報
コ
ン
ク
ー

ル
（
中
央
公
民
館
主
催
）
が
22
日
、

中
野
人
権
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

最
優
秀
賞
に
東
吉
田
分
館
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
広
報
活
動
を
通
じ
た
分
館
活
動

の
活
性
化
と
、
地
域
社
会
の
連
携

を
目
指
し
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
市
内
30
分
館
に
２
地
区
協

議
会
が
定
期
発
行
す
る
広
報
紙
が

集
ま
り
、
中
央
公
民
館
分
館
協
議

会
正
副
会
長
、
文
化
な
か
の
編
集

委
員
会
正
副
委
員
長
、
公
民
館
非

常
勤
主
事
会
正
副
会
長
の
７
人
が

審
査
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
の
東
吉
田
は
今
年
度
、

６
月
と
12
月
の
２
回
発
行
し
、
内

容
は
Ａ
４
版
モ
ノ
ク
ロ
10
頁
。
合

わ
せ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
区
や

分
館
活
動
な
ど
を
広
報
し
て
い
ま

す
。

　
審
査
員
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
特

に
高
く
評
価
し
、
紙
面
に
区
民
や

団
体
が
多
く
参
加
し
て
い
る
こ
と
、

健
康
講
座
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

詳
し
く
乗
せ
た
こ
と
、
頁
を
記
事

内
容
ご
と
に
分
か
り
や
す
く

デ
ザ
イ
ン
し
て
区
別
し
た
こ

と
も
好
評
で
し
た
。

　
東
吉
田
分
館
の
岩
本
文
一

分
館
長
（
平
成
21
年
）
は

「
以
前
か
ら
賞
を
目
指
し
て

い
た
が
、
自
分
た
ち
の
代
で

取
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か

っ
た
。
歴
代
分
館
長
が
残
し

て
く
れ
た
も
の
を
大
事
に
し

な
が
ら
も
、
新
し
い
こ
と
を

取
り
入
れ
た
い
」
と
受
賞
を

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

分館報 コン

分館報を手に取る審査員

特 集

　
大
熊
区
の
大
熊
神
社

で
１
月
10
日
、
手
作
り

ソ
リ
大
会
が
開
か
れ
、

子
ど
も
18
人
、
大
人
20

人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
手
づ
く
り
ソ
リ
づ
く

り
は
８
月
に
行
い
、
木

材
と
使
わ
な
く
な
っ
た

ス
キ
ー
板
を
装
着
し
て

つ
く
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
も
作
業
し
、
大

人
も
昔
遊
ん
だ
こ
と
を

思
い
出
し
な
が
ら
協
力

し
ま
し
た
。

　
大
会
は
神
社
参
道
の

坂
道
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
ま
で
降
っ
た
雪
が
絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

も
夢
中
で
タ
イ
ム
を
競

っ
て
い
ま

し
た
。

　
２
回
の

タ
イ
ム
レ

ー
ス
で
順

位
を
決
め
、

お
菓
子
や

ジ
ュ
ー
ス

な
ど
の
賞

品
も
贈
ら

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た

ち
は
「
も

っ
と
や
り

た
い
！
」と

満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

大
熊
で

　
　
ソ
リ
大
会

ソリ大会を満喫した子どもたち

力
作
の
分
館
報
集
ま
る

▼
最
優
秀
賞
　
東
吉
田
分
館

▼
優 

秀 

賞   

栗
和
田
分
館

　
　
　
　
　
　
間 

山 

分 

館

▼
努 
力 
賞
　
北
大
熊
分
館

　
　
　
　
　
　
吉 

田 

分 

館

　
　
　
　
　
　
長 

嶺 

分 

館

　
　
　
　
　
　
栗 
林 
分 

館

　
　
　
　
　
　
立
ヶ
花
分
館

【
審
査
結
果
】

最優秀賞、優秀賞を受賞した分館報
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明
治
期
に
入
る
ま
で
北
大
熊
村
は
篠
井

村
を
挟
ん
で
そ
の
東
西
に
分
か
れ
、
篠
井

村
の
北
側
の
僅
か
な
土
地
で
つ
な
が
っ
て

い
る
入
り
組
ん
だ
村
で
あ
り
、
小
沼
村
に

隣
接
す
る
同
村
の
新
屋
敷
地
籍
に
は
小
沼

村
の
人
々
が
混
在
し
て
い
た
。

　
近
世
村
は
自
然
発
生
的
に
発
達
し

た
自
然
集
落
を
基
礎
に
し
て
い
る
も

の
で
、
そ
の
機
構
や
規
模
は
全
く
ま
ち
ま

ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
近
代
的
国
家
体
制

樹
立
を
目
指
す
明
治
政
府
に
と
っ
て
、
こ

れ
は
意
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
明
治
政
府
が
考
え
る
新
し
い
行
政
村
は

徴
税
・
戸
籍
・
徴
兵
・
教
育
・
衛
生
・
土

木
な
ど
膨
大
な
国
家
事
務
負
担
と
経
費
負

担
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
弱
小
村
々
の
合
併
が
早
急
に
な
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　
明
治
八
年
五
月
、
北
大
熊
・
大
熊
・
小

沼
の
三
ヵ
村
が
合
併
し
三
ツ
和
村
が
成
立

し
た
。
当
時
同
様
に
し
て
で
き
た
町
村
に
、

中
野
町
と
松
川
村
が
中
野
町
に
、
西
間
村

と
西
条
村
が
西
条
村
に
、
新
野
村
と
高
遠

村
が
新
野
村
に
、
東
・
西
江
部
村
が
江
部

村
に
、
間
長
瀬
村
と
同
新
田
村
が
間
長
瀬

村
に
、
上
・
下
笠
原
が
笠
原
村
に
、
安
源

寺
村
と
同
新
田
村
が
安
源
寺
村
に
、赤
岩
・

越
・
深
沢
各
村
が
科
野
村
に
、
岩
井
村
と

同
新
田
村
が
岩
井
村
な
ど
が
あ
る
。

　
し
か
し
早
急
な
合
併
に
か
ら
む
苦
情
や

紛
争
が
各
地
に
発
生
し
、
同
八
年
以
降
無

理
な
合
併
を
抑
制
し
始
め
、
一
〇
年
九
月

に
は
町
村
合
併
を
一
時
禁
止
す
る
布
達
を

出
し
た
。
三
ツ
和
村
も
案
の
定
、
一
六

年
、
三
村
分
離
し
て
旧
に
復
し
た
い
と
い

う
「
分
離
復
旧
願
」
を
県
へ
提
出
し
て
い

る
。
そ
の
要
旨
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
明
治
八
年
、
三
ヵ
村
が
合
併
し
た

が
人
情
、
風
俗
は
勿
論
、
集
落
の
立

地
条
件
も
異
な
る
の
で
、
水
利
慣
行
、

土
木
事
業
な
ど
利
害
が
一
致
せ
ず
、
祭
典

は
三
社
三
ヵ
所
で
あ
り
、
氏
子
も
異
な
り

各
組
適
宜
の
や
り
方
で
行
っ
て
い
る
。
表

面
的
に
は
一
村
と
い
っ
て
い
る
が
内
実
は

全
く
ば
ら
ば
ら
で
全
村
に
課
す
る
も
の
は

戸
長
役
場
の
経
費
の
み
。
村
会
を
開
い
て

も
思
い
思
い
の
こ
と
を
言
い
合
っ
て
い
る

だ
け
で
全
く
ま
と
ま
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
状
態

で
は
全
村

の
幸
福
な

ど
望
む
べ

く
も
な
い
。

村
内
全
員

が
希
望
し

て
い
る
の

で
旧
来
の

村
に
復
し

て
も
ら
い

た
い
、
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
県
か
ら
の
許
可
は
な
く
、
明
治

二
二
年
町
村
制
が
施
か
れ
る
ま
で
北
大
熊

は
三
ツ
和
村
と
し
て
続
く
の
で
あ
る
。
　

　
　
　
　
　（
松
沢
　
邦
男
）

　
北
大
熊
区
で
は
、
長
年
の
懸
案
事

項
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
薬
師
堂
石

垣
の
修
繕
を
は
じ
め
周
辺
整
備
が
、

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
立
派
に

完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
歴

史
あ
る
薬
師
堂
の
石
垣
は
、
老
朽
化

と
と
も
に
、
桜
の
古
木
の
生
長
に
よ

り
崩
壊
寸
前
の
状
態
で
大
変
危
険
な

た
め
、
こ
こ
数
年
は
薬
師
堂
境
内
へ

の
石
段
が
利
用
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
し
た
。

　
区
で
は
、
石
垣
の
修
繕
に
向
け
て

２
年
前
か
ら
積
み
立
て
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
資
金
が
不
足
し
て
い
た
た

め
、
県
の
補
助
事
業
「
地
域
発
　
元

気
づ
く
り
支
援
金
」
を
申
請
し
、
平

成
21
年
度
の
事
業
採
択
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
春
か
ら
工
事

が
行
わ
れ
、
盆
前
に
は
完
成
の
運

び
と
な
り
、
広
場
を
兼
ね
た
駐
車

ス
ペ
ー
ス
や
手
洗
い
場
・
水
汲
み

場
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
完
成
を
記
念
し
て
盆
踊
り
大
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
開
か

れ
ま
し
た
。

（
北
大
熊
分
館
・
　
　
　

木
村
芳
隆
）

北 大 熊 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

北
大
熊
村
か
ら
三
ツ
和
村
へ

立派に完成した薬師堂の石垣

大
熊

北
大
熊

篠
井

小
沼

北
大
熊

４か村の位置関係



５ 文化なかの /10.3

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

中野市成人式のおしらせ
テーマ　OUR BELOVED NAKANO ♥　～この繋がりをいつまでも～
　平成元年４月２日～平成２年４月１日生まれの方が対象となります。
　なお、平成 22 年３月中に、中野市に住民登録している方を対象に案内状をお送りします。
　現在、市外・県外にお住まいの方で中野市成人式に出席を希望される方は、事前に中野市
中央公民館までご連絡下さい。

「大人の旅立ちを一緒に！」Ｂy 成人式実行委員会

期　日　５月４日(みどりの日)
時　間　午前９時３０分　受付
　　　　午前10時　　　開式
会　場　中 野 市 市 民 会 館

中
央
公
民
館

講　座　名 日　時 場　所 講　師 備　　考

　公民館ギャラリー　　シニア大学クラブ活動の作品展
西
部
公
民
館

近世文書
（古文書）講座

＜内容＞西部地域に残る
古文書の解読

（栗林地域）

・４/12 ～３月まで 
　（全 12 回）
   19：00 ～ 20：30

西部公民館 岩 戸 貞 彦
 先生

＜定員＞ 30 名
＜受講料＞無料

豊
田
公
民
館

バードウォッチング
＜内容＞鳥の野外観察

・３/20（土） 
   ９：00 ～ 12：00

豊田公民館
 　　　集合

出 野 富 永
 先生

＜定員＞ 10 名　＜受講料＞無料
＜対象者＞市内小中学生
＜持ち物＞水筒、双眼鏡（持って
いる人）、メモ帳、あたたかい服装

星空をみよう
＜内容＞プラネタリウム
観覧、星の観望

・３/20（土） 
  19：30 ～ 21：00

北信濃
ふるさとの
森文化公園

信州中野天文
同好会のみな
さん

＜定員＞ 20 組　＜受講料＞無料
＜対象者＞どなたでも 
※中学生以下の方は保護者同伴

初級英会話教室
４月６日から
毎週火曜日
  19：00 ～ 21：00

豊田公民館
レイニング・
デビット・マー
ティン先生

＜受講料＞無料

きり絵体験コーナー
　ひな市には “ きり絵 ” で、土びなを作ってみませんか。
どなたでもお気軽にお出かけ下さい。
日　時　４月１日（木）10 時～ 15 時
受講料　無料
場　所　中央公民館
　　　　２階　教室
申込み　不要
講　師　中野きりえ
　　　　の会
その他　材料・カッ
　　　　ターは用意
　　　　してありま
　　　　す

第29回中野市民書道展
　毎年、ひな市に市内の書道愛好者の作品が一堂に会す書
道展です。奮ってご応募ください。
出品資格　市内在住・在勤している方、または、市内の書
　　　　　道グループに所属している方
出 品  数　1 人１点まで（未発表の作品に限ります）
出品規格　●一般の部（高校生を含む）　条幅半折の大き
　　　　　　さで、裏打ち仮巻き着装
　　　　　●小中学生の部　条幅半折４分の１縦長書、裏
　　　　　　打ちをしないで仮巻き着装
申 込  み　３月 23 日（火）まで　所定の出品申込書によ
　　　　　り中央公民館へ申込み下さい
展示期間　３月 31 日～４月１日　午前９時～午後６時
展示会場　中央公民館　講堂
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印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム

　
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
平
成
10
年

2
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
市
で
は

1
年
前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
例
年
開
催
し
て

い
る
中
野
ひ
な
市
を
拡
大
し
て
全
国
土
人

形
博
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
中
野
陣
屋
県
庁
記
念
館
を
中
心
と
し
た

市
街
地
に
会
場
を
設
定
し
、
展
開
し
ま
し

た
。

　
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
中
野
ひ
な
市
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
誰
も
が
土
人

形
の
歴
史
・
心
・
や
さ
し
さ
に
ふ
れ
あ
う

こ
と
を
、
ま
た
私
た
ち
市
民
が
中
野
市
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

一番星咲いた！／中央公民館（春探し人）

ブドー畑のキジ／竹原（小）

花と季節の写真 募　  集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.
nagano.jp

宛　先

小花模様／市内（春探し人）

早春の千曲川／豊田・硲（Ｔ）


